
本施設は山形県寒河江市にある道の駅に隣接した敷地に建つ屋内型児童遊戯
施設である。寒河江市における地域観光の拠点であるチェリーランドと慈恩
寺やチェリークアパークとの回遊性を基盤とする「道の駅」と本計画との複
合一体化により、寒河江市の子育て環境やレクリエーション基地としての魅
力が一層高められる事業が目標です。活気ある「地方創生の新たなモデル」
を目指してきた事業となっている。
東北地方、特に山形県内においては地域の子どもたちが厳しい冬場にも宮内
で心身ともにダイナミックに遊ぶことが出来るように、各自治体が市町村の
規模を問わず公共事業として施設の整備を実施している。そのような状況に
おいて近隣自治体の同一用途施設と比較した際に、この地域でしか実現でき
ない独自性をもった施設の計画となっている。地域の特産品であるさくらん
ぼの花びらをモチーフとした有機的に波打つ屋根は風景になじみながらも地
域のランドマークとして地域の人々、そして子どもたちの記憶に残るように
象徴的に佇んでいくことを目指した。


